
一次汚染・二次汚染を確実に予防するための

化粧品・医薬部外品製造時の
微生物制御及び適切な試験・評価技術

ZOOM
セミナー

LIVE配信のみ
（録画視聴なし）

微生物汚染のリスクを現場でどう防ぐか？

一次汚染の正しい制御法と試験評価のポイントを、原料・設備・作業環境・人の管理視点から徹底解説。

微生物限度試験と基準の“使える知識”が手に入る1日講座！！

★日時：2025年10月7日（火）13:00～16:30

★会場：WEB受講のみ (Zoomシステム)
※LIVE配信のみ（録画視聴はありません）

★受講料：1名 38,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名33,000円

★受講資料：PDF資料（受講料に含む）

【講師の言葉】
化粧品・医薬部外品の多くは、微生物汚染を受けやすく、微生物起因の回収事例も後を絶たない。

その微生物を制御するには、製造時(一次汚染)及び使用時(二次汚染)の両方に対応していく必要があるが、本講座では一次汚染に
フォーカスし、製造時の微生物汚染をどう制御していけばいいのか、またそれをどう検証していけばいいのかについて実践的な説明を
加えていく。
具体的には、製造時の微生物制御に関しては、原料、設備・用具、作業員、作業環境の管理について考察し、試験法に関しては、正

しい結果を得るために必要な方法を説明すると共に適切な評価法についても紹介する。
また、粧工連の微生物限度自主基準についても詳細な説明を加える。本講義により、日々衛生的な製造を実践し、それを正しく検

査・評価する知識・技術を修得していただきたい。

【受講形式】WEB受講のみ ※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。
※Live配信のみ（録画視聴はありません）

【予備知識】予備知識は無くても理解できるよう基礎から説明する

【習得知識】
１）化粧品・医薬部外品で問題となる微生物についての知識
２）化粧品・医薬部外品製造時の微生物汚染対策のポイント
３）正しい結果を得るための試験法及びその限界 など

【受講対象】
・化粧品、医薬部外品の製造を担当している方及びその責任者
・化粧品、医薬部外品の微生物試験を担当している方及びその責任者
・化粧品、医薬部外品の品質管理・品質保証を担当されている方
及びその責任者

１．微生物の基礎
・化粧品、医薬部外品で問題となる
微生物及びその特徴

・微生物と環境
・微生物を理解するための重要ポイント

２．微生物制御の重要性
・何故微生物制御が必要なのか？
・回収事例
・怖い防腐剤耐性菌
・一次汚染と二次汚染

３．製造工程の微生物制御
・微生物管理と異物管理の相違点
・原料・設備・作業員・作業環境の微生物制御
・防腐処方設計における一次汚染対策

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。
・受講料は原則として開催前日までにお支払い願います。

◆申込先

株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F

TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685

Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。
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検索 TH企画

【講師】 大河微生物研究所 大河 正樹 先生
日清製粉,資生堂を経て現在に至る

◆申込書：2025年10月7日：微生物制御及び適切な試験・評価技術
会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

４．微生物限度基準及び微生物限度試験法
・微生物限度基準
・微生物限度試験法
・生菌数・特定微生物試験法
・適合性確認
・培地の性能試験

５．まとめ
・質疑、応答

【受講者の声】
・ISOのお話など興味深く聞かせていただきました。微生物という生き物を相手にしているので、理化学試験とはまた勝手が違うことがよ
く分かりました。
・「微生物は自分の性質を変えて生き延びる。培養を経ると耐性が変化することもある。」ということや「洗浄後・殺菌後、いかに早く
乾燥させるかが重要」という点が異常発生時の着眼点てして参考になりました。
・微生物の基礎的なところから、化粧品製造について気を付けるべきポイントまで抑えることが出来て良かった。
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